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論文内容の要旨




























































タンパク質被膜 10mg を 5M 尿素溶液 10ml にて溶解









一次元目の SDS-PAGE における 200kDa および 70
kDaを示す分子量に 2つのレーンが確認され，200kDa














a’，GAおよび 17kDaからなる 200kDaと GA，GBお







































mM の NaCl 添加によってタンパク質の表面疎水性度
は，それぞれ約 1.2および 1.4倍に，遊離 SH 基は約
1.1倍増加した。50および 200mM の NaSCN 添加に
よってタンパク質の表面疎水性度はそれぞれ約 1.1およ






















































































































レオシン 1-likeと豆乳中の a，a’，GAおよび GBタン
パク質分子が SS結合にて会合することによって，被膜
の骨格組織に脂質が取り込まれることが明らかとなっ
た。「ゆば」形成に関して，タンパク質被膜のより詳細
な形成機序ならびに脂質との関係性を解明するととも
に，その成果を基に製造工程の改良およびレトルト耐性
を付与した高品質「ゆば」を開発し，廃棄される「ゆ
ば」および豆乳量を減少させ，経費を削減することが出
来た。
審査報告概要
ゆばの形成メカニズムの詳細は不明で，ゆばの生産性
および品質の向上に大きな隘路となっていた。本研究で
は，ゆば形成における大豆タンパク質分子の相互の結合
関係を明らかにし，さらに脂質がゆばの形成に不可欠で
あること，タンパク質被膜への脂質の取り込み機序を解
明すると共に得られた知見を基に製造現場における品質
および生産効率の向上を実現した。加熱豆乳中 SS結合
にて 200kDaおよび 70kDaのタンパク質加熱複合体が
形成され，被膜の骨格となっていること，構成タンパク
質分子を解析し主要タンパク質の他 LC/MS/MS解析に
より油貯蔵体滴表面に存在するオレオシン 1-likeと同
定した。このことより，油滴はオレオシン 1-lileを介し
タンパク質被膜に取り込まれることが明らかとなった。
また，タンパク質分子間の会合力を弱めると，タンパク
質の分子表面に SH残基の露出量が多くなりタンパク質
分子間の SS結合が促進されゆば形成性および硬さが向
上すること，同効果に NaClの添加が有効であることを
見出した。この知見を基に製造現場においてゆば製造の
改善を行い，皮膜形成性の向上による廃豆乳の削減，品
質の安定化によるゆばの不良率低減などにより，生産効
率を向上させた。
以上，ゆば形成をタンパク質分子レベルで解明し，そ
の内容は学術的にも高く評価される共に，生産現場の課
題を解決した実践的な研究でありゆば生産に大きく寄与
した。よって審査員一同は，国正氏に博士（農芸化学）
の学位を授与する価値があると判断した。
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